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者数の検討を行うこと，また，痛みが引き起こす日常生活活動（以下 ADL）制限と Quality 
of Life（以下 QOL）の関連性を検討することとした． 
 
【方法】 
平成 26 年 10 月〜平成 27 年 2 月に北海道広尾町の 65〜74 歳の全町民 1123 人にアンケー











有効回答数 594 人（男性 251 人，女性 350 人，平均年齢 69.4±3. 0 歳）のうち，痛み有
りは 451 人（76%），痛み無しは 143 人（24%）であった．痛み有り群と比較して痛み無し群
の SF-8 は有意に高かった（p<0.05) ．痛みを有する人の PDQ と SF—8 では，中等度の相関
が見られた(P <0. 05) ．膝に痛みを有する群の PDQ は腰に痛みを有する群と比較し，わず
かに QOL の精神面への相関が高かった．多変量解析の結果，痛みがあることに関連する因
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していること、痛みによる ADL は身体面と精神面の両面で QOL と関連していることが明
らかとなり、このような実態調査は、広尾町の高齢者に介入する際の貴重な情報であると
考えられた。以上から、本研究は学位（医学修士）の授与に値するものと論文審査委員全
員から評価された。 
 
 
